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中山間地域の現状と課題

トラックドライバーの

約４割が５０歳以上

トラック運転手不足で
物が届かない

中山間地域の集落の存続の危機

50歳以上

42%

40～49歳

31%

30～39歳

18%

30歳

未満

9%
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中山間地域における自動運転サービス

診療所

市場
市役所
出張所

図書館

地域の拠点（道の駅）

バス停

バス

高速道路
市役所

鉄道駅

自動運転車両

集会所

農産地

介護施設

⚫日常の交通手段
⚫ ドアtoドアの配送サービス
⚫地域農産物の集出荷

集落

○人と物の輸送手段を確保し、地方のさらなる活性化を期待

○ 2017年より中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービスの実証実験を開始
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中山間地域における自動運転サービス実証実験の実施箇所

熊本県葦北郡芦北町
（道の駅 芦北でこぽん）

あしきたぐん あしきたまち
滋賀県東近江市蓼畑町
（道の駅 奥永源寺 渓流の里）

ひがしおうみし たてはたちょう

栃木県栃木市西方町
（道の駅 にしかた）

とちぎし にしかたまち

北海道広尾郡大樹町
（道の駅 コスモール大樹）

茨城県常陸太田市
（道の駅 ひたちおおた 及び

高倉交流センター）

ひたちおおたし

富山県南砺市
（道の駅 たいら）

なんとし

長野県伊那市
（道の駅 南アルプスむら長谷）

いなし

岡山県新見市
（道の駅 鯉が窪）

にいみし

徳島県三好市
（道の駅 にしいや・かずら橋夢舞台）

みよしし

福岡県みやま市
（みやま市役所 山川支所）

新潟県長岡市
（やまこし復興交流館おらたる）

ながおかし

ぐじょうし

愛知県豊田市
（道の駅 どんぐりの里いなぶ）

とよたし

滋賀県大津市
（道の駅 妹子の郷）

おおつし

山口県宇部市
（楠こもれびの郷）

うべし

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３０.１１/２～１２/２１
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３０.１１/５～１１/２９
使用車両： 先進モビリティ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３０.１２/９～Ｈ３１.２/８
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｈ３１.１/２７～３/１５
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｒ１.６/２３～Ｒ１.７/２１
使用車両： ヤマハ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｒ１.５/２１～Ｒ１.６/２１
使用車両： 先進モビリティ

【長期の実証実験】
実施期間： Ｒ１.１１/１５～１２/２０
使用車両： ヤマハ

秋田県北秋田郡上小阿仁村
（道の駅 かみこあに）

きたあきたぐん かみこあにむら

【社会実装】Ｒ１．１１／３０～ 令和4年10月時点

【長期の実証実験】
実施期間： R２.９/１～１０/１０
使用車両： ヤマハ

ひろおぐん たいきちょう

Ｈ３０年度～ ： ９箇所

Ｈ２９～３０年度：１８箇所

（短期の実証実験）

（長期の実証実験）

（社会実装）

Ｒ元年度～ ： ４箇所

（※長期、社会実装箇所を含む）

（※社会実装箇所を含む）

【社会実装】Ｒ３．４／２３～

【社会実装】Ｒ３．７／１９～

山形県東置賜郡高畠町
（高畠町役場）

ひがしおきたまぐん たかはたまち

【長期の実証実験】
実施期間： Ｒ３.１０/１１～Ｒ３.１１/１２
使用車両：ヤマハ

島根県飯石郡飯南町
（道の駅 赤来高原）

いいしぐん いいなんちょう

【社会実装】Ｒ３．１０／４～
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岐阜県郡上市
（道の駅 明宝）



道の駅を拠点とした自動運転サービスの本格導入

令 和 ３ 年 ４ 月 ２ ３ 日 （ 金 ） 自 動 運 転 サ ー ビ ス 開 始

■走行ルート

■運営体制

■自動運転車両

○開発：ヤマハ発動機株式会社

○定員：最大６人（乗客は４名）

○速度：１２km/h 程度（自動走行時）

○運転手：地元の有償ボランティアが対応

走行中は乗車するがハンドル等は操作せず運行を監視

電磁誘導線

＜自動運転の仕組み＞＜使用車両＞

電磁誘導線を敷設
車両を誘導

○道の駅「奥永源寺渓流の里」を拠点とした全長（往復）約
４．４ｋｍのルート

○ルート上には看板や路面標示を設置し、地域の協力を
得て、自動運転車両が円滑に走行可能となるように周知

高齢者の送迎
観光客の利用（登山、キャンプ）
農作物や日用品等配送 等

運営主体

サービス

運行ルート

運行
スケジュール

運賃・運送料

東近江市役所
（東近江市が実施主体となる運行事業者協力型自家
用有償運行）

運行日 ： 週４日 （土・日・水・金）

定期便 ： 午前２便 午後４便 計６便

運賃 ： 150円/回
※他、定期券、回数券も販売予定

運送料 ： 100円/回

道の駅奥永源寺渓流の里～銚子ヶ口入口
（全長（往復）約4.4km）

道の駅
※多様な機能・
役割
・行政機能
・出張診療所
・市場
（日曜開催）
・健康イベント 等

キャンプ
川遊び等

登山口
（銚子ヶ口）
年間約1,200人
（登山届者数）

5

（道の駅「奥永源寺渓流の里」の例）



〇2017年（短期実証実験）：走行環境や社会受容性、地域への効果などについて検証を実施

〇2019年（長期実証実験）：運行管理や事業実施体制、連携方策などについて検証を実施

〇2021年～：技術面やビジネスモデル等に関する実験結果を踏まえ、社会実装を開始

2017 2018 2019 2020 2021～

自動運転

短期実証実験

自動運転
社会実装

自動運転
長期実証実験

結果検証

11/13～11/17の５日間

11/15～12/20の36日間

これまでの取組み概要 ： 短期実験、長期実験、社会実装

4/23～

結果検証

実験車両：バスタイプ

実験車両：カートタイプ

すれ違いでの走行

特産物などの商品出荷
運行管理

遠隔監視

観光イベントとの連携
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○自動運転サービスを利用して移動し、様々な活動を実施
○朝市の農産物を出荷

自動運転サービスの利用状況

道の駅の診療所への通院

登山者を登山口まで送迎 道の駅の朝市への農産物の出荷

道の駅の市民サロンへの訪問

7



利用者の声 （地域住民）

○沿線住民の利用者に対してアンケート調査を実施

○自動運転サービスについて概ね6～7割以上が満足と回答

■自動運転サービスに対する項目別満足度

満足 76.9%

満足 63.7%

満足 63.7%

満足 61.6%

満足 66.6%
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道の駅の動画
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（回/便・km）

混在空間

解消

専用空間

自動運転の課題

○実証実験では、自動運転が継続できず手動介入した事例が発生
○現場条件に応じた様々な工夫により、安全な走行空間を創出

■社会実験において明らかになった課題
（手動介入の要因別・道路構造別発生割合）

（専用レーンの設置）

＜実験箇所：赤来高原＞

▲混在空間と専用空間の手動介入回数（赤来高原）

※調査期間：2020年9月1日～10月10日

【凡例】
■路上駐車の回避 ■対向車とのすれ違い ■自転車・歩行者の回避 ■後続車による追い越し
■道の駅等での駐車車両の回避 ■道の駅での歩行者の回避 ■交差点の右折待ち、道譲り
■路上落下物の検知・回避 ■その他

<実験箇所>

赤来高原

■現場条件に応じた様々な工夫

（走行位置の明示）

※調査期間（路面標示なし）：2020年7月17、20日～22日（平日）、2020年7月18日（休日）
※調査期間（路面標示あり）：2020年9月1日～10月10日

0.75

0.54

1.21

0.76

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

路面標示なし 路面標示あり 路面標示なし 路面標示あり

旧道区間道の駅・役場構内

（回/便・km）

駐車車両の
回避が減少

路上駐車の
回避が減少

<実験箇所>

赤来高原
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（N=1,046）

雑草等のセンサ検知5%(49件)

交差点の右折待ち,道譲り5%(53件)

駐車車両の回避4%(45件)

歩
行
者
の
回
避(

4
件)

▲路面標示の整備前後の手動介入回数（赤来高原）



自動運転車の運行を補助する施設 【道路法、道路特措法、財特法の改正】

▲位置情報表示施設による自己位置補正の補助

※垂直画角60度前後

▲車両センサーの届かない箇所における道路状況把握の補助

▲電磁誘導線による自車位置特定による運行の補助

電磁誘導線
磁気マーカー

▲磁気マーカによる自車位置特定による運行の補助

磁気マーカ

ドイツの例

法面等

※水平画角120度前後

＜自動運行補助施設のイメージ＞

○ 道路法等を改正し（R2.11.25施行）、自動運転車の運行を補助する施設（磁気マーカ等）を道路附属物として位置づけ

○民間事業者（交通事業者等）について、道路管理者の許可を得て占用物件として設置できる旨を規定
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https://www.spiegel.de/fotostrecke/was-bedeutet-dieses-verkehrsschild-fotostrecke-143533-2.html


レベル 剥離状況の例

１

２

３

４

５

○自動運転車の車線維持等に必要な区画線の管理水準ついて民間企業等との共同研究を推進

自動運転に対応した区画線

〈車載センサが検知困難（例：区画線のかすれ）〉 〈車載センサで検知可能な区画線の管理水準設定〉

小

大

管理水準
の設定

車
載
セ
ン
サ

が
検
知
可
能
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気象情報

トンネル出口の気象情報や山間部の積雪
情報等のODDに関する情報を提供

○高速道路等における車両センサでは収集が困難な前方の道路交通情報の提供手法について民間企業等との
共同研究を推進

道路交通情報の提供

工事規制情報

工事規制の位置、閉塞車線等を提供
工事中

合流情報

本線の交通情報を合流車両に提供
（車線別の車両位置・速度、車間距離 等）

合流車両に提供する
情報を生成

路側処理装置 合流車両に本線
車両の走行速度
等の情報を提供

路車間通信

本線車両の走行速度等を把握

車両検知センサ

落下物情報

車載センサや道路管理者が把握した路上
の落下物情報を提供

落下物の
位置・車線
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